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京整振 2月13日に女性セミナー
カローラ京都 ボーダレスボッチャ大会
ＪＵ京都 公式サイト刷新など
部品商組合が新春懇談会
◀京ト協 新年祝賀交歓会開く
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９
月
の
京
滋
地
区
の
景
気

は
、
こ
れ
ま
で
の
改
善
ト
レ

ン
ド
が
や
や
強
ま
り
、
４
カ

月
ぶ
り
に
緩
や
か
な
が
ら
上

昇
し
た
。
対
前
月
で
は
観
光

に
や
や
改
善
が
見
ら
れ
る
と

の
総
合
判
断
。
個
人
消
費
、

設
備
投
資
、
住
宅
投
資
、
公

共
投
資
、
生
産
、
雇
用
・
所

得
は
い
ず
れ
も
横
ば
い
で
推

移
し
た
。
日
本
銀
行
京
都
支

店
が
こ
の
ほ
ど
公
表
し
た
。

　

支
店
に
よ
る
と
、
主
要
小

売
業
販
売
額
は
前
年
比
５
・

９
％
増
と
プ
ラ
ス
幅
を
若
干

な
が
ら
広
げ
、
京
都
の
百
貨

店
売
上
高
、
家
電
販
売
額
も

増
加
し
た
半
面
、
ス
ー
パ
ー

販
売
額
は
微
減
し
た
。
自

動
車
関
連
で
は
、
乗
用
車

販
売
が
供
給
制
約
の
あ
お

り
を
受
け
つ
つ
も
、
15
カ

月
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ

た
。

　

観
光
分
野
は
、
京
都
市

内
の
主
要
ホ
テ
ル
宿
泊
客

数
が
１
３
４
％
増
と
引
き

続
き
改
善
。

　

設
備
投
資
は
、
製
造
業

が
能
増
投
資
、
非
製
造
業

が
店
舗
や
事
業
所
の
改

装
・
増
設
で
共
に
全
体
を

押
し
上
げ
、
前
年
を
上
回

る
計
画
。

　

住
宅
投
資
分
野
は
、
府
内

の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
が

25
・
１
％
減
な
が
ら
横
ば
い

圏
内
。
公
共
投
資
分
野
は
、

装
関
連
は
依
然
低
水
準
。

　

雇
用
・
所
得
環
境
は
緩

や
か
に
改
善
し
、
物
価
は

光
熱
・
水
道
、
食
料
な
ど

の
値
上
げ
で
上
昇
。
貸

出
、
実
質
預
金
は
増
加
し

て
い
る
。

京
滋
の
景
気
、や
や
上
向
く

９
月 

自
動
車
は
15
カ
月
ぶ
り
増

府
内
の
公
共
工
事
請
負
金

額
が
８
・
３
％
前
年
を
下

回
る
も
高
水
準
で
推
移
し

た
。

　

生
産
は
、
電
子
部
品
・

デ
バ
イ
ス
が
足
踏
み
。

汎は
ん
よ
う用
・
生
産
用
・
業
務
用

機
械
は
緩
や
か
な
増
加
傾

向
で
、
輸
送
用
機
械
は
持

ち
直
し
の
様
相
。
窯
業
・

土
石
は
一
部
で
弱
め
の
動

き
。
化
学
は
横
ば
い
、
和

　

一
般
社
団
法
人
京
都
府
自
動
車
整
備
振
興
会
・
京
都
府
自
動
車
整
備
商
工
組

合
（
城
谷
忠
会
長
・
理
事
長
）
は
13
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
で
新
春
交

歓
会
を
開
催
、
車
検
証
の
電
子
化
で
ま
た
大
き
く
潮
目
が
変
わ
る
新
た
な
年
を
迎

え
、
出
席
し
た
会
員
・
組
合
員
ら
１
５
２
人
が
、
業
界
の
輝
か
し
い
未
来
へ
祈
り

を
込
め
た
。
京
整
振
・
京
整
商
が
新
春
交
歓
会
を
開
催
す
る
の
は
３
年
ぶ
り
。

　

交
歓
会
は
、
関
係
省
庁
、

自
動
車
関
連
団
体
な
ど
か
ら

17
氏
の
来
賓
を
迎
え
た
式

典
で
華
々
し
く
幕
開
け
。

冒
頭
、
京
整
振
の
城
谷
会

長
、
嶋
雅
明
、
六
田
敏
両
副

会
長
、
京
整
商
の
内
海
桂
一

郎
、
久
松
右
治
、
春
好
哲

男
、
今
堀
晃
彦
各
副
理
事
長

が
、
壇
上
で
一
人
ず
つ
新
年

運
転
、
電
動
化
、
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
と
大
き
く
様
変
わ
り
し

て
き
た
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ

ら
に
対
応
す
べ
く
、
技
術
向

上
と
人
材
確
保
・
育
成
を
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

と
方
向
付
け
。
そ
の
上
で

「
卯う

年
は
景
気
が
良
く
な
る

年
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
わ

れ
わ
れ
も
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
取
り
組
み
、
そ
し
て
乗
り

越
え
、
成
長
す
る
年
に
し
た

い
」
と
決
意
を
語
っ
た
。

　

ま
た
、
来
賓
祝
辞
で
伊
吹

文
明
元
衆
院
議
長
は
「
先

週
、
東
京
で
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の
首
脳
と
お
会
い
し

た
が
、
何
よ
り
も
人
手
不
足

が
深
刻
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
た
。
そ
れ
は
整
備
業
界
も

同
じ
だ
と
思
う
。
本
年
も
安

心
安
全
の
た
め
に
貢
献
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
業
界
に

対
し
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。
一

方
、
近
畿
運
輸
局
の
村
井
章

展
・
自
動
車
技
術
安
全
部
長

は
「
電
子
車
検
証
な
ど
デ
ジ

タ
ル
化
が
進
展
す
る
中
、
自

業
界
の
未
来
へ
思
い
は
せ
る

京整振・京整商 新春交歓会

会
員
・
組
合
員
１
５
２
人
が
決
意
新
た
に

動
車
の
進
化
も
著
し
い
。
新

技
術
が
今
後
の
経
営
を
左
右

す
る
だ
ろ
う
。
整
備
人
材
は

車
社
会
に
欠
く
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
。
勤
務
体
系
の
整

備
な
ど
中
長
期
的
な
視
点
で

人
材
を
確
保
し
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
掛
け
。
京
都
府
警
察

本
部
の
秦
正
浩
・
生
活
安
全

部
長
も
、
刑
法
犯
認
知
件
数

な
ど
を
交
え
た
あ
い
さ
つ
で

華
を
添
え
た
。

　

加
え
て
、
西
脇
隆
俊
京
都

府
知
事
は
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
の

中
で
「
自
動
車
業
界
は
電
気

自
動
車
、
自
動
運
転
と
ま
さ

に
変
革
の
途
上
だ
が
、
情
熱

と
確
か
な
技
術
が
業
界
を
支

え
て
い
く
」
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
し
た
。

京整振・京整商三役による新年あいさつ

城谷会長・理事長

村井自動車技安部長 伊吹元衆院議長

の
あ
い
さ

つ
を
述
べ

た
。
こ
の

中
で
城
谷

会

長
・

理
事
長

は
「
業
界

は
１
０
０

年
に
一
度

の
大
変
革

期
と
言
わ

れ
、
技
術

の
高
度

化
、
自
動

㊤西脇知事㊦演目「福の神」

　
　
　
　
　

◇

　

式
典
に
引
き
続
き
行
わ
れ

た
公
演
で
は
、
狂
言
師
の
茂

山
忠
三
郎
さ
ん
が
演
目
「
福

の
神
」
で
シ
テ
を
演
じ
、
祝

い
の
席
を
伝
統
芸
能
の
世
界

観
で
演
出
。
元
宝
塚
歌
劇
団

星
組
の
梅
園
紗
千
さ
ん
も
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ス
カ
ー
レ

ッ
ト
・
ピ
ン
パ
ー
ネ
ル
」
の

「
あ
な
た
を
見
つ
め
る
と
」

な
ど
３
曲
を
熱
唱
、
会
場
に

美
声
を
響
か
せ
た
。

　

京
都
運
輸
支
局
の
藤
原
幸

嗣
支
局
長
が
う
さ
ぎ
年
に
ち

な
ん
だ
乾
杯
の
音
頭
を
と
り

開
宴
し
た
懇
親
会
で
は
、
出

席
者
同
士
が
新
年
の
あ
い
さ

つ
を
交
わ
し
、
新
た
な
年
の

到
来
を
祝
っ
た
。

梅園紗千さん


